
令和５年度 泉佐野市タウンミーティング

こども朝食堂について

こども部子育て支援課
少子化対策担当参事 松若 理可
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『こども朝食堂』とは

家庭の事情などにより

朝食を食べずに登校するこどもに対して

「学校で朝食」を提供しています。
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きっかけは…

小学生の登校時の見守りをしているが、

朝ご飯を食べていないようで、

元気のない子がいる。

なんとか支援ができないだろうか？

昨年のタウンミーティングにおいて、
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こども・子育てを取り巻く社会の現状

・少子高齢社会 ⇒ きょうだいがいない（少ない） 、晩婚化・晩産化

・核家族 ⇒ 祖父母、親族の支援がない（少ない）

・共働き世帯 ⇒ 多様な働き方、早朝・夜間の勤務

・ひとり親家庭 ⇒ 生活と育児をひとりで担う

・生活習慣の変化 ⇒ 夜型生活、SNS・インターネットの普及

・地域社会 ⇒ つながりの希薄化（知り合いがいない）

ワンオペ育児

子育て罰

孤独・孤立
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早速 朝食堂の実証実験を行いました。

令和 ５ 年 ２月 ～ ３月
週２回 全８回 ／ 場所：家庭科室

こどもの実情と
ニーズ把握のため

長坂小学校

児童数 272人

平均利用者数 62人

（全校児童の22.8％）

中央小学校

児童数 553人

平均利用者数 84人

（全校児童の15.2％）

メニューの一例

おにぎりと豚汁

ピザトーストとヨーグルト

サンドウィッチとスープ

カレーライス
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項 目 長坂小学校 中央小学校

朝食を食べていない・あまり食べていない ２０．７％ １８．１％

食べていない理由（※複数回答あり）

親が仕事で用意できない ２８．９％ １１．５％

食欲がない ２８．９％ ３７．２％

食べるご飯がない １１．５％ ７．７％

起きるのが遅い ３８．５％ ４３．６％

こどものアンケート結果

令和５年２月 初回実施日 利用児童から回答
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令和５年９月から本格実施へ

♢ 実証実験から移行

・長坂小学校

・中央小学校

♢ 新規実施

・北中小学校

・末広小学校

はじまりは

こどもの貧困対策

プラスαとして

子育て支援策・少子化対策

こども目線では

新しい『つながりの場』

朝食堂でご飯を食べた日は・・・

授業に集中できる（36.8％）、元気に過ごせる（42.3％）、友だちや先生に優しくできる（12.0％）

こどもの感想
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地域の皆さまへ

これからも

『こどもの見守り』 と 『子育て家庭への応援』 を

どうぞよろしくお願い申し上げます。
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